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ALER 3.x から Oracle Enterprise Repository 10.3 へのアップ
グレード 

プロセスの概要と要件 
この節では、ALER バージョン 3.0 および 3.0 RP1 からのアップグレード処理タスクの概
要と要件について説明します。アプリケーション サーバ固有の追加手順については、次のリ
ンクを参照してください。 

 Tomcat アプリケーションのアップグレード 
 WebLogic Server アプリケーションのアップグレード 
 WebSphere アプリケーションのアップグレード 

注意 : コア エンジンはサポートされなくなりました。 

アップグレード処理 
1. 既存の ALER データベースをバックアップします。 

2. 既存の ALER アプリケーション デプロイメントをバックアップします。 

 <BEA_HOME> 全体をバックアップすることをお勧めします。このバックアッ
プは、アプリケーション サーバのアップグレードに加えて、インストール後
のタスクの一部で必要になります。 

 クラスタ化されたデプロイメントでは、すべてのノードの ALER をアップグ
レードする必要があるため、クラスタの各ノードを個別にバックアップする必

要があります。 

3. 必要なプラットフォームとバージョン情報 (JDBC ドライバのバージョン サポー
トを含む) を確認します。 

4. ALER 3.0 または 3.0 RP1 をアンインストールします。 

5. Oracle Enterprise Repository 10.3 製品インストーラを実行します。 

6. 次の ALER バックアップ ファイルを、前の ALER デプロイメントから新しくイン
ストールした Oracle Enterprise Repository 10.3 バージョンに復元します。 

 ALER プロパティ ファイル 

• LDAP を使用している場合は、[Enable LDAP Login] オプションが 
[True] に設定されていることを確認し、[LDAP Configuration] 設定
を確認します。SSO を使用している場合は、[Enable Advanced 
Container Login] オプションが [True] に設定されていることを確
認し、[Advanced Container Configuration] 設定を確認します。LDAP 
または SSO のコンフィグレーションが正しく設定されていない場
合は、ALER アプリケーションでの認証が成功しません。 
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 すべてのカスタム ファイル (カスタム ホーム ページ、画像、XSLT テンプレ
ート、アップロード ファイル、その他の顧客関連ファイルなど) 

7. アプリケーション サーバを起動します。 

8. Oracle Enterprise Repository の診断を使用して、アプリケーション デプロイメン
トを検証します。 

注意 : このアップグレードでは、データベースの操作は不要です。 
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Tomcat アプリケーションのアップグレード 

以下の手順で、Oracle Products インストール プログラムを使用して、Tomcat の ALER 3.0 
および ALER 3.0 RP1 を Oracle Enterprise Repository 10.3 にアップグレードできます。 

前提条件 

• サポート対象のコンフィグレーションのリストで、アプリケーション サーバのバー

ジョンに関する最新情報を参照してください。 

• アプリケーション サーバが停止していることを確認します。 

• インストールされているアプリケーション サーバのバージョンが ALER でサポート
されなくなっている場合、またはアプリケーション サーバが新しいバージョンにアッ
プグレードされている場合は、アプリケーション サーバ側でアプリケーションのアッ
プグレード手順を実行してから、データベースのアップグレード手順を実行してくだ

さい。 

• システムで Tomcat がインストールされているディレクトリは、以下の手順では 
CATALINA_HOME として参照されます。 

• アップグレードする Web アプリケーション コンテキストは、以下の手順では 
CATALINA_HOME/webapps/aler として参照されます。 

• アップグレードする Web コンテンツ コンテキストは、以下の手順では 
CATALINA_HOME/webapps/aler-web として参照されます。 

• BPM データベースがバックアップされていることを確認します。 

• 既存の ALER データベースをバックアップします。 

aler_temp ディレクトリの作成 

Tomcat サーバで、aler_temp という名前のディレクトリを作成します。このディレクトリ
には、現在の ALER アプリケーションのバックアップ コピーが格納されます。また、新し
いアプリケーションに必要なプロパティ ファイル、JDBC ドライバ、およびカスタマイズさ
れた ALER 項目 (home.jsp など) の一時保管場所としても機能します。 
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ALER Web アプリケーションのバックアップ 

Tomcat インストールの場所 CATALINA_HOME/webapps に移動して、既存の aler および 
aler-web アプリケーション ディレクトリを aler_temp ディレクトリにコピーします。 

ALER 3.0./ALER3.0 RP1 のアンインストール 

ALER 3.0 インストーラを使用して、古いリリースのすべてのコンポーネントを削除します。 
 「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。 

Oracle 製品のインストール プログラムの実行 

1. Tomcat (Catalina) ホーム ディレクトリの入力を求められたら、前のデプロイメント
がインストールされているディレクトリを入力します。 

2. Repository アプリケーション名の入力を求められたら、前のデプロイメントで使用し
ていたのと同じアプリケーション名を使用します。 

3. ポート番号の入力を求められたら、前のデプロイメントで使用していたのと同じポー
ト番号を使用します。 

4. 「One or more installation directories are not empty. Proceed with installation?」とい
うメッセージが表示されたら、[YES] を選択します。 

既存のデプロイメントは新しいファイルで上書きされ、追加のカスタム ファイル (アップロ
ード リポジトリ ディレクトリやカスタム ホーム ページなど) があればそれらは保持され
ます。 

インストール後の手順 

 スタンドアロン Tomcat のインストールを参照してください。 

ALER バックアップ ファイルの復元 
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6. カスタム レポートが作成された場合は、「カスタム レポートの移行」を参照してく
ださい。 

7. アップロード リポジトリ ディレクトリ (通常は 
aler_temp/aler/custom/upload にあります) を新しい 
BEA_HOME/user_projects/domains/<domain>/aler-app/custom インスト
ール ディレクトリにコピーまたは移動します。 

WebLogic Server の起動 

重要 : LDAP を使用している場合は、[Enable LDAP Login] オプションが [True] に設定され
ていることを確認し、[LDAP Configuration] 設定を確認します。SSO を使用している場合は、
[Enable Advanced Container Login] オプションが [True] に設定されていることを確認し、
[Advanced Container Configuration] 設定を確認します。LDAP または SSO のコンフィグレ
ーションが正しく設定されていない場合は、Oracle Enterprise Repository アプリケーション
での認証が成功しません。 

1. ALER_DOMAIN/servers/AdminServer/tmp/WL_user/aler ディレクトリ内にあ
るアプリケーション サーバ キャッシュを削除します。このディレクトリには、古い
アプリケーション デプロイメントに関連するコンパイルされた JSP ページが格納
されていますが、これらはもう使用できません。 

2. WebLogic Server Administration Console を使用してアプリケーションを起動します。
または、コマンドライン インタフェースを使用して起動します。 

BEA_HOME/user_projects/domains/<domain_name>/startWeb 
Logic.cmd  
または *.sh 

アプリケーションのテスト 

これで、Oracle Enterprise Repository 10.3 がデプロイされました。[ALER Diagnostics] ペー
ジを使用してインストールのテストを行うことをお勧めします。推奨されるテストは以下の

とおりです。 

• 製品バージョン情報  

• 必須ライブラリのテスト  

• データベースのテスト  
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WebSphere アプリケーションのアップグレード 

以下の手順で、Oracle Products インストール プログラムを使用して、WebSphere の ALER 
3.0 および ALER 3.0 RP1 を Oracle Enterprise Repository 10.3 にアップグレードできます。 
以下の手順は、プロファイルの種類としてアプリケーション サーバの使用を前提としていま
す。その他のプロファイルの種類の場合は、使用環境の要件に従ってコンフィグレーション

を変更してください。 

前提条件 

• Oracle Enterprise Repository には WebSphere バージョン 6.1.0.5 が必要です。現在
インストールされている ALER アプリケーションがこの必要バージョンで実行され
ていない場合は、アプリケーション サーバを適切にアップグレードしてください。 

• 現在インストールされている ALER が実行されているアプリケーション サーバのバ
ージョンがサポートされなくなっている場合、またはアプリケーション サーバが新し
いバージョンにアップグレードされている場合は、アプリケーション サーバ側でアプ
リケーションのアップグレード手順を実行してから、この節のデータベースのアップ

グレード手順を実行してください。 

• Oracle Enterprise Repository アプリケーションが格納されている現在のデプロイメ
ント ディレクトリは、aler_current と呼ばれます。このディレクトリは通常、
WAS_HOME/AppServer/profiles/AppSrv01/installedApps/localhostNod

e01Cell/installedApps/aler.ear ディレクトリにあります。 

• アップグレード処理が完了すると、Oracle Enterprise Repository のプロパティ ファ
イル、XML ファイル、および JDBC ドライバ ファイルは 
BEA_HOME/repository103/websphere ディレクトリ内に格納されます。 

• 既存の ALER データベースをバックアップします。 

aler_temp ディレクトリの作成 

WebSphere サーバで、aler_temp という名前のディレクトリを作成します。このディレク
トリには、新しいアプリケーションに必要な現在の ALER アプリケーションのプロパティ 
ファイル、JDBC ドライバ、およびカスタマイズされた ALER 項目 (home.jsp など) のバ
ックアップが格納されます。 
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ALER Web アプリケーションのバックアップ 

1. 現在の ALER_HOME 共有ライブラリ ディレクトリのコンテンツを aler_temp ディ
レクトリにコピーします。このとき、aler_temp ディレクトリには、元の ALER プ
ロパティ ファイル、XML ファイル、および現在の JDBC ドライバの JAR ファイ
ルがすべて含まれている必要があります。 

2. カスタマイズされた ALER ホーム ページがある場合は、
aler_current/aler-app.war/custom ディレクトリに移動して、home.jsp ファイルを 
aler_temp ディレクトリにコピーします。ロール ベースまたは部門ベースのホーム 
ページを使用している場合は、
aler_current/aler-app.war/WEB-INF/classes/homepages.xml ファイル内に示されて
いるディレクトリからそれらのファイルをコピーします。 

3. カスタム ホーム ページ ファイルで使用されているカスタム画像を aler_temp デ
ィレクトリにコピーします。 

4. カスタムのアセットの種類アイコンがある場合は、
aler_current/aler-web.war/images/tree/enterprise/asset ディレクトリに移動して、画
像を aler_temp ディレクトリにコピーします。 

5. 必要に応じて、すべての XSLT テンプレートを PDF Printing Web アプリケーション
から aler_temp ディレクトリにコピーします。この Web アプリケーションは、
ALER 製品の中心機能に直接バンドルされています。 

6. この他に、含まれていた、または変更されたファイルまたはディレクトリがあれば、
それらを基本 ALER インストールから aler_temp ディレクトリにコピーします。 

現在の ALER インストール ファイルの削除 

1. WebSphere 6.1.x Administrative Console を起動します。 

2. [Applications] フォルダ、[Enterprise Applications] フォルダの順に展開し、[ALER] チ
ェック ボックスを選択します。 

3. [Stop] をクリックします。 
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4. [ALER] チェック ボックスを選択します。 

5. [Uninstall] をクリックします。 

6. [ALER] チェック ボックスを選択します。 

7. [Remove] をクリックします。 

8. 上記の手順を繰り返して、PDF Printing Web アプリケーション (ある場合) を削除し
ます。 

この機能は現在、ALER 基本アプリケーション内にバンドルされています。 

9. プロンプトが表示されたら、マスター コンフィグレーションの変更を保存します。 

10. WebSphere サーバを停止します。 

ALER 3.0 / ALER 3.0 RP1 のアンインストール 

ALER 3.0 インストーラを使用して、古いリリースのすべてのコンポーネントを削除します。 
 「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。 

Oracle 製品のインストール プログラムの実行 

1. Repository アプリケーション名の入力を求められたら、前のデプロイメントで使用し
ていたのと同じアプリケーション名を使用します。 

2. ポート番号の入力を求められたら、前のデプロイメントで使用していたのと同じポー
ト番号を使用します。 

Oracle Products インストーラによって、デプロイ可能な EAR ファイルが生成され、 
アプリケーションの更新バージョンをアプリケーション サーバのファイル システム 
から直接、すばやく簡単にインストールできるようになります。また、Oracle  
Enterprise Repository ワークフロー アプリケーション コンポーネントも適切に作 
成およびデプロイされます。 

新しいアプリケーション ファイルのインストール 
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1. WebSphere サーバを起動します。 

2. WebSphere Administrative Console を起動します。 

3. [Applications] フォルダ、[Enterprise Applications] フォルダの順に展開し、[Install] を
クリックします。 

4. リモート ファイルシステムを選択するオプション (アプリケーション サーバ関連の
オプション) を選択し、BEA_HOME/repository30/websphere ディレクトリを参
照して aler.ear ファイルを選択します。 

5. [Prompt me only when additional information is required] オプションを選択し、[Next] 
をクリックして続行します。 

6. [Select Installation Options] ページで、適切な変更を行ってから、[Next] をクリックし
て続行します。 

7. [Map modules to servers] ページで、適切な変更を行ってから、[Next] をクリックして
続行します。 

8. [Map virtual hosts for Web modules] ページで、適切な変更を行ってから、[Next] をク
リックします。 

9. [Deployment summary] ページで、[Finish] をクリックして EAR ファイルを展開しま
す。 

注意 : この処理には数分かかる場合があります。 

10. インストールが完了すると、「Application installed successfully」というメッセー
ジが表示されます。 

11. プロンプトが表示されたら、[Save to Master Configuration] をクリックします。 

12. WebSphere サーバを停止します。 

バックアップ ALER ファイルの復元 

以下の手順で、バックアップ ファイルと前のインストール バージョンのファイルを使用し
て、新しくインストールされた Oracle Enterprise Repository によってデプロイされたファイ
ルを変更します。 
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1. カスタマイズされた ALER ホーム ページがある場合は、WebSphere の更新機能を
使用して、デプロイされた custom/home.jsp ファイルをバックアップの 
home.jsp のコピーに置き換えます。 

2. home.jsp ファイルに含まれる可能性のあるカスタム画像を適切なディレクトリにコ
ピーします。 

3. 更新機能を使用して、
aler_current/aler-web.war/images/tree/enterprise/asset ディレクト
リを置き換えます。 

4. カスタム レポートが作成された場合は、「カスタム レポートの移行」を参照してく
ださい。 

5. この他に、元の ALER インストールに含まれていた、または変更されたファイルがあ
る場合は、これらの追加ファイルを ALER 3.0 に含める方法について、Oracle テク
ニカル サポートにお問い合わせください。 

6. aler_temp から、前のプロパティ ファイルをすべて 
BEA_HOME/repository30/websphere ディレクトリにコピーします。 

7. aler_temp から、前の XML ファイルをすべて BEA_HOME/repository30/websphere 
ディレクトリにコピーします。 

8. 現在サポートされている JDBC ドライバ ファイルを 
BEA_HOME/repository30/websphere ディレクトリにコピーします。 

WebSphere の起動 

重要 : LDAP を使用している場合は、[Enable LDAP Login] オプションが [True] に設定され
ていることを確認し、[LDAP Configuration] 設定を確認します。SSO を使用している場合は、
[Enable Advanced Container Login] オプションが [True] に設定されていることを確認し、
[Advanced Container Configuration] 設定を確認します。LDAP または SSO のコンフィグレ
ーションが正しく設定されていない場合は、Oracle Enterprise Repository アプリケーション
での認証が成功しません。 

1. WebSphere_HOME/AppServer/temp/ ディレクトリに移動して、Oracle Enterprise 
Repository アプリケーションのキャッシュを削除します。 

2. WebSphere を再起動します。 
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アプリケーションのテスト 

これで Oracle Enterprise Repository がデプロイされました。[ALER Diagnostics] ページを
使用してインストールのテストを行うことをお勧めします。推奨されるテストは以下のとお

りです。 

• 製品バージョン情報 

• 必須ライブラリのテスト 

• データベースのテスト 
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ALER 2.6 から Oracle Enterprise Repository 10.3 へのアップ
グレード 

プロセスの概要と要件 

この節では、ALER 2.6 から Oracle Enterprise Repository 10.3 へのアップグレード処理タス
クの概要と要件について説明します。 

アップグレード処理の概要 

1. ALER 2.6 を ALER 3.0.1 Advanced にアップグレードします。具体的な手順について
は、ALER 2.6 から ALER v3.0.1 へのアップグレード ガイドを使用してください。 

 v3.0.1 アップグレードは、 

http://edelivery.oracle.com/EPD/WelcomePage/get_form にあります。この

ページの手順に従って、ALER v3.0.1 アップグレードをダウンロードします。
次の OTN リンクからダウンロードすることもできます。 

- http://www.oracle.com/technologies/soa/enterprise-repository.html 

注意 : ALER v2.6 から v10.3 へのアップグレードは有効ではありません。そのため、 
一度 v3.0.1 にアップグレードする必要があります。 

2. 実行中の ALER v3.0.1 に正しくログインできることを確認します。10.3 では v3.0.1 
でのライセンスの変更が必要なため、ログインの確認が必要になります。v10.3 をイ
ンストールするユーザは、基本データと共にこれらの変更を受け取ります。 

3. アプリケーション サーバを停止します。 

4. アプリケーション サーバ固有の手順に従って、v3.0.1 を v10.3 にアップグレードし
ます。これらのバージョンではデータベースのアップグレードは不要です。 
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Oracle Enterprise Repository で使用するための ALER ワーク
フローのアップグレード 

• 既存のワークフロー プロセスは、Oracle Enterprise Repository コンフィグレーショ
ン ファイルを少し変更すればアップグレード後も機能します。前のリリースで提供さ
れていたバージョンを使用するのではなく、現在提供されているワークフローをデプ

ロイすることを強くお勧めします。 

• Oracle Enterprise Repository バージョン 10.3 には、Oracle BPM Enterprise の使用
が必要な新しいワークフローおよび更新されたワークフローが含まれます。Enterprise 
Repository の以前のバージョン (ALER バージョン 3.0.0 および 3.0 RP1) は、
ALBPM バージョン 5.7 のランタイム エディションと共に提供されていました。現
在提供されているバージョンのワークフローには、ALBPM 5.7 BPM エンジンとの互
換性がありません。そのため、OBPM Enterprise バージョン 10.3 の新しいインスト
ールが必要になります。 

既存の ALBPM 5.7 を使用するための Oracle Enterprise Repository のコン
フィグレーション 

Oracle Enterprise Repository は、そのまま OBPM と共に使用できるようにコンフィグレー
ションされています。ALBPM 5.7 を使用するように Enterprise Repository をコンフィグレ
ーションしなおすには、WEB-INF/classes/EndPointEventSubscription.xml ファイ
ルにいくつか変更を加える必要があります。変更が必要な要素は次のとおりです。 

• <sub:uri>fuegoServices/ws/StatusChangeEndpointServiceListener
</sub:uri> の行をコメント解除します。これは ALBPM 5.7 に使用される構成で
す。 

• <sub:uri>albpmServices/aler_engine/ws/StatusChangeEndpointSer
viceListener</sub:uri> の行をコメント化します。これは OBPM 10.3 に使用
される構成です。 

• <sub:password>aler_workflow_pass</sub:password> の行を編集して 
<sub:password>aler_workflow_user</sub:password> とします。 

• <sub:host>localhost</sub:host> の行を編集して、ALBPM 5.7 サービスを実
行するサーバの IP アドレスまたは完全修飾ホスト名を含めます。 
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既存の ALER ワークフローのアップグレード 

OBPM 10.3 のワークフローのインストールについては、次のガイドで説明しています。 
 『インストール ガイド』を参照してください。これらのワークフローには、UDDI 操作関
連の新しいプロセスに加えて、すべての ALER 3.0 RP1 ワークフロー プロセスが含まれま
す。ALER 用にカスタマイズされたワークフローがデプロイされている場合、OBPM 10.3 
Studio を使用してこれらのカスタマイズをアップグレードすることをお勧めします。 

注意 : カスタム ワークフローまたはカスタマイズされたワークフローのデプロイメントに
ついては、このドキュメントでは取り扱いません。 
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インストール後のタスク 

• カスタム レポートの移行 

• その他のカスタマイズ 

• クライアント ワークステーションにある前のバージョンの Eclipse プラグインの削
除 

• クライアント ワークステーションへの WorkSpace Studio のインストール 

• アセンブリ モデルの AquaLogic ソリューション パッケージのインポート 

• [Assets-In-Progress] の設定値の検証 

• Diagnostics Testing Tool の使用 

 診断ツールの操作 

 製品バージョン情報のチェック 

 サーブレット機能のテスト 

 必須ライブラリのテスト 

 データベース接続のテスト 

 システム パスの一覧表示 

 プリコンパイル サーブレットの実行 

 その他の機能 

• ALER レポート生成エンジンでの X Windows サーバの使用 

 X Windows サーバへのアクセスの許可 

 DISPLAY 変数の設定 

 その他の注意 

 X Windows の代替オプション 
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カスタム レポートの移行 

CustomReports.xml ファイルの編集 

1. アプリケーション サーバの ./WEB-INF/config/reports/ ディレクトリに移動
します。 

2. customreports.xml ファイルをテキスト エディタで開きます。 

3. report name、display name、description、および external のメタタグを、カスタ
ム レポートを参照するように編集します。 
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概要 

ALER v3.x のインストールに、そのインストールに固有のカスタマイズがいくつか含まれて
いる場合があります。これらのカスタマイズには、次のようなものがあります (ただし、これ
に限定されません)。 

• REX インタフェースに照らして記述されたオープン API プログラム 

• BPM ワークフロー 

• エンドポイント イベント サブスクリプション 

• WebSphere アプリケーション サーバのイベント 

• クラスタ化 
 「データベースへの設定の移動」を参照してください。 

• データベースに移動されたアプリケーション プロパティ 

一般的な手順 

「概要」で挙げたすべてのカスタマイズについて、アップグレードが成功した後で、Oracle 
Enterprise Repository 10.3 で再びカスタマイズする必要があります。 

データベースへの設定の移動 

• コンフィグレーションのクラスタ化およびその他の一部のカスタマイズの一環で、
Oracle Enterprise Repository の [Move Settings to Database] オプションにより、プ
ロパティ ファイルのシステム設定がデータベースにコピーされます。アップグレード
処理で、一部のプロパティ ファイルがデフォルト コンフィグレーションに戻されて
います。アップグレード後の Oracle Enterprise Repository インスタンスからこれら
を再び削除する必要があります。 

詳細については、『 Oracle Enterprise Repository クラスタ化ガイド』の「データベースへ
のアプリケーション プロパティの移動」を参照してください。 

注意 : 『 クラスタ化ガイド』にリストされているこれらのファイルが WEB-INF/classes 
ディレクトリのバックアップに存在する場合は、削除しないでください。バックアップにな

く、アップグレード処理で提供されたファイルを削除する必要があります。 
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ALER の従来の Eclipse プラグインのアンインストール 

1. Eclipse で、[Help] をクリックします。 

2. [Software Updates] をクリックします。 

3. [Manage Configuration] をクリックします。 

4. [Show Disabled Features] を選択します。 

 

5. [AquaLogic Enterprise Repository] 機能を選択します。 

6. [Disable Feature] をクリックします。 

注意 : アンインストールの前にこの機能が正しく無効化されていないと、一部の  
AquaLogic Enterprise Repository ファイルが Eclipse プラグイン ディレクトリに残 
る場合があります。 
これらのファイルは手動で削除する必要があります。 

7. プロンプトに従って Eclipse を再起動します。 

8. 再起動されたら、[Help] メニューの [Manage Configuration] を選択します。 

9. [AquaLogic Enterprise Repository] 機能を選択します。 

10. [Uninstall] を選択します。 

11. プロンプトに従って Eclipse を再起動します。 
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[Assets in Progress] のプロパティ値の検証 

[Assets in Progress] をアクティブ化するには、2 つのプロパティを有効にする必要がありま
す。この手順は Oracle Enterprise Repository の [Admin] 画面で行われます。Oracle 
Enterprise Repository 製品で WorkSpace Studio を使用する場合は、このプロパティを必ず
有効にする必要があります。 
Oracle Enterprise Repository での WorkSpace Studio の使用の詳細については、 Oracle 
Enterprise Repository で WorkSpace Studio を使用するための前提条件の説明を参照してく
ださい。 

ALER の既存のインスタンスのアップグレードでは、[Assets In Progress] 機能が有効になっ
ていなかった場合は、ユーザがインスタンスにアクセスしてアセット レコードを変更する前
に、この機能を必ず無効にする必要があります。 

[Assets in Progress] の有効化 

1. [System Settings] をクリックします。 

2. [System Settings] セクションの [General Settings] をクリックします。 

3. [Enable New Property] テキスト ボックスに「cmee.asset.in-progress」という
プロパティを入力します。 

4. [Enable] をクリックします 

主ペインのプロパティ リストに [Assets in Progress] が表示されます。 

 

5. プロパティが [True] に設定されていることを確認します。 

6. [Save] をクリックします。 
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7. [Enable New Property] テキスト ボックスに
「cmee.asset.in-progress.visible」というプロパティを入力します。 

8. [Enable] をクリックします。 

主ペインのプロパティ リストに [View Assets in Progress] が表示されます。 

 

9. プロパティが [True] に設定されていることを確認します。 

10. [Save] をクリックします。 

Oracle Enterprise Repository の [Assets] 画面の [Search] セクションに、
[Registration Status] ドロップダウン メニューが表示されます。 

[Assets in Progress] の無効化 

この手順は Oracle Enterprise Repository の [Admin] 画面で行われます。 

注意 : [Assets in Progress] 機能を無効にすると、Asset Editor が [Unsubmitted] 状態のア
セットにアクセスできなくなります。[Submitted - Pending Review] 状態のアセットには引き
続き Asset Editor からアクセスできます。[Assets in Progress] を無効にする前に、必要な
すべてのアセットを [Unsubmitted] から [Submitted - Pending Review] に昇格しておくこと
をお勧めします。 

1. [System Settings] をクリックします。 

2. [System Settings] セクションの [General Settings] をクリックします。 

3. 主ペインのプロパティ リストで、[Assets in Progress] を探します。 

4. [Assets in Progress] プロパティを [False] に設定します。 

5. 主ペインのプロパティ リストで、[View Assets in Progress] を探します。 
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6. [View Assets in Progress] プロパティを [False] に設定します。 

7. [Save] をクリックします。 
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Diagnostics Testing Tool の使用 

Diagnostics ツールを使用すると、Oracle Enterprise Repository アプリケーションの特定の
領域のテストやトラブルシューティングを行うことができます。 

Diagnostic ツールの起動 

Oracle Enterprise Repository Diagnostics ツールを起動するには、
http://host_name/application_name/diag/index.jsp に移動します。 

 



 Copyright (c) 2007, 2008, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved. 29 / 43 
 

 

Diagnostics ツールの操作 

Diagnostics ツールの左側のサイドバー (前の画像のグレーの領域) には、[Diag Home] リン
クと [Oracle Enterprise Repository] リンクの他に、Oracle Enterprise Repository のインスト
ールをチェックできるいくつかのテストのリンクが含まれています。これらのリンクのいず

れかをクリックすると、使用可能なテストが Diagnostics ツールの主ペインに表示されます。 

• [Generic Web App] 
 [Installation Tests] 

• [Product Version Information] 
• インストールされている Oracle Enterprise Repository のバージョン、
インストールされている Oracle Enterprise Repository データベースの
バージョン、アップグレードの日付、およびデータベースのメンテナン

ス モードの設定に関する情報を表示します。 
• [Snoop Servlet] 

• アプリケーション サーバへの要求の一部として設定されているすべて
のクッキー、ヘッダ、CGI 変数、サーブレット コンテキスト属性、セ
ッション情報、およびセッションの値の出力一覧を表示します。 

• [Test Required Libraries] 
• 必須 JAR ライブラリ ファイル、インストールされている XML パー
サ、および必要性の低い Oracle Enterprise Repository プロパティ ファ
イルの存在に関するアプリケーション サーバのコンフィグレーション
の情報を表示します。 

• [Run Active Diagnostic Tests] 
• インストールされている Oracle Enterprise Repository アプリケーショ
ンに対して JUnit テストを実行します。これらのテストの多くは、
Oracle Enterprise Repository で XML データを構築および解析できる
ようにする場合に必要です。 

• [Test Database] 
• サポート対象として想定されるデータベース側の機能数など、JDBC ド
ライバ機能を理解するための手がかりとなる情報が提供されます。また、

database.properties ファイルで設定された接続文字列をテスト
し、JDBC ドライバのバージョンに関する追加情報を表示します。デー
タベース テーブル内の不備が示される場合もあります。 

• [List System Paths] 
• cmee.properties ファイル内でコンフィグレーションされたパス 

(ローカル URL および絶対 URL)、およびデータベース内に格納されて
いるパスを一覧表示します。これは、アプリケーション デプロイメン
トに機能する部分と機能しない (画像がロードされないなど) 部分があ
る理由を示す場合にも役立ちます。 



 Copyright (c) 2007, 2008, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved. 30 / 43 
 

 

 [Tools] 
• [JSP Precompiler] 

• 強制的にアプリケーション サーバが Oracle Enterprise 
Repository アプリケーション内の JSP ページをすぐに JIT コ
ンパイルするようにします。 

• アプリケーション サーバを再起動するたびにページがロードさ
れる場合、この処理によってページ ロードのパフォーマンスが大
幅に向上します。 

• [Encrypt Strings for Passwords] 
• テキスト フィールドに入力されたクリアテキスト パスワード文
字列に対してハッシュを実行します。この機能は、アプリケーシ

ョン プロパティ ファイル内に格納されるパスワードの暗号化に
使用されます。このツールは、ユーザ パスワードの暗号化には使
用できません。データベース内のパスワードを更新する正しい手

順については、Oracle サポートにお問い合わせください。 
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• [Oracle Enterprise Repository Repository Tests] 
 [Runtime - Configuration] 

• [List Enabled System Settings] 
• Oracle Enterprise Repository データベースで設定されているすべて 
の値、およびプロパティ ファイルで設定されている値を一覧表示し
ます。 

• [Edit System Paths] 
管理者がアプリケーション サーバの cmee.properties ファ
イルに永続的な変更を加えることができます。 

 

 [Runtime - Assets] 
• [List Types] 

• Oracle Enterprise Repository データベース内に格納されているすべ 
てのアセットの種類を記述する XML 出力を生成します。 

• [Edit Asset Custom Data] 
• レジストラがアセット内に含まれる XML データを変更できます  

(別の方法ではアセットのメタデータを変更できない場合)。このツー
ルは、Oracle サポート担当者から特に指示されない限り使用しない
でください。 
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• [Get XML: Show Type ID] 
• アセットの種類レコードのユニークな ID に基づいて、特定のアセットの
種類の XML 記述を生成します。 

• [Get XML: Type ID As String] 
• アセットの種類レコードのユニークな ID に基づいて、特定のアセットの
種類の XML 記述を 1 つの連続する文字列として生成します。 

• [Get XML: Type XML Schema] 
• このツールは、アセットの種類レコードのユニークな ID に基づいて、特
定のアセットの種類の XML スキーマを生成します。 

• [Get XML: Type XML Schema as String] 
• このツールは、アセットの種類レコードのユニークな ID に基づいて、特
定のアセットの種類の XML スキーマを 1 つの連続する文字列として生
成します。 

• [Get XML: Asset ID] 
• アセットのユニークな ID に基づいて、アセットの XML データを生成し
ます。 

• [include extended metadata] オプションは、ポリシーおよびその他のデー
タに関連する追加情報を生成します。 

• [Get XML: Asset ID as String] 
• アセットのユニークな ID に基づいて、アセットの XML データを 1 つ
の連続する文字列として生成します。 
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 [Runtime - Security] 
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• [Optional Tests] 
 [SOAP Services] 

 

 [Logging Options] 

 

• Oracle Enterprise Repository ログイン ページにアクセスするには、[Diagnostics] ペ
ージのサイドバーにある [Oracle Enterprise Repository] リンクをクリックします。 

• 現在のセッションのデバッグ モードをアクティブ化するには、主ペインの [turning 
logging on] リンクをクリックします。 

製品バージョン情報のチェック 

1. [Generic Web App] にある [Installation Tests] をクリックします。 

2. 主ペインの [Product Version Information] をクリックします。 

新しいブラウザ ウィンドウが開き、内部製品のバージョンに関する情報、データベー 
ス スキーマのバージョン、および前回のアップグレードまたはインストールに関する 
情報が表示されます。 
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サーブレット機能のテスト 

1. [Generic Web App] にある [Installation Tests] をクリックします。 

2. 主ペインの [Snoop Servlet] をクリックします。 

新しいブラウザ ウィンドウが開き、Web クライアントからサーバへ渡されたパラメー 
タに関する情報が表示されます。 
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必須ライブラリのテスト 

1. [Generic Web App] にある [Installation Tests] をクリックします。 

2. 主ペインの [Test Required Libraries] をクリックします。 

新しいブラウザ ウィンドウが開き、正しく機能するために不可欠なプロパティ ファイ 
ルおよびシステム プロパティに関する情報が表示されます。 
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データベース接続のテスト 

1. [Generic Web App] にある [Installation Tests] をクリックします。 

2. 主ペインの [Test Database] をクリックします。 

新しいブラウザ ウィンドウが開き、コンテナ アクセス、JDBC ドライバが使用可能か 
どうか、および重要な Oracle Enterprise Repository データ テーブルの存在に関する 
情報が表示されます。 
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システム パスの一覧表示 

1. [Generic Web App] にある [Installation Tests] をクリックします。 

2. 主ペインの [List System Paths] をクリックします。 

新しいブラウザ ウィンドウが開き、すべての Oracle Enterprise Repository パスが表 
示されます。 
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プリコンパイル サーブレットの実行 

1. [Generic Web App] にある [Tools] をクリックします。 

2. 主ペインの [JSP Precompiler] をクリックします。 

新しいブラウザ ウィンドウが開き、初回のアクセスを高速化するためにプリコンパイ 
ルされたシステム JSP のリストが表示されます。 

 

 注意 : 
• このサーブレットは、エラー ログにエラーを生成します。アプリケ
ーション サーバを起動する前にログをリセットしてください。 
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その他の機能 

その他の Diagnostics 機能には次のものがあります。 

• 標準的な URL とローカル ファイルの両方について、ブラウザのリダイレクトの互換
性をテストする。 

• Oracle Enterprise Repository のすべての有効な設定を一覧表示する。 

• システムにあるすべての種類を一覧表示する。 

• 特定の種類の XML を (エディタとビューアの両方で) 表示する。 

• 特定のアセットの ml を表示する。 

• 現在の authtokens およびカスタム アクセス設定。 

• [Clustering Status] で、クラスタ内のすべてのノードのリストを表示する。 

• SOAP 管理コンソール。 

トラブルシューティングの手段として、これらのオプション機能を使用するように Oracle 
サポートから指示される場合があります。 
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Oracle Enterprise Repository レポート生成エンジンでの X 
Windows サーバの使用 

Unix/Linux で実行している場合、レポートを生成するには、Oracle Enterprise Repository の
レポート生成エンジンでの X Windows サーバへの接続が必要です。これは Java JRE の機
能要件です。これによって、グラフィック環境でフォント サイズの決定、およびその他のグ
ラフィック関連操作を実行できるようになります。Windows プラットフォームでは、グラフ
ィック環境をデフォルトで使用できますが、Linux およびその他の Unix プラットフォームで
は、必ず使用できるわけではありません。アプリケーション サーバから X Windows 環境を
使用するための適切なアクセス許可が付与されている場合、X Windows サーバは、アプリケ
ーション サーバと同じマシンでも別のマシンでも実行できます。 

使用するには 2 つの手順が必要です (X Windows 環境にログイン中にアプリケーション サ
ーバが起動される場合を除く)。X Windows セキュリティ モデルでは一般に、アプリケーシ
ョンが X Windows 環境内で起動されている場合にアプリケーションに X Windows 環境の
使用を許可するだけです。 

X Windows サーバへのアクセスの許可 

X Windows サーバへの一時的なアクセスを許可する 

1. ローカル マシンで、バックグラウンド サーバ プロセスが X Windows サーバにアク
セスできるようにするには、xterm ウィンドウ (または同等の場所) で次のコマンド
を実行します。 

 xhost +<user> 

• (<user> はアプリケーション サーバ プロセスのユーザ名です。) 

2. アプリケーションがリモート サーバに接続できるようにするには、リモート X 
Windows サーバの xterm ウィンドウ (または同等の場所) で次のコマンドを実行し
ます。 

 xhost +<ip> 

• (<ip> はアプリケーション サーバの IP アドレスです。) 
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X Windows サーバへの永続的なアクセスを許可する 

選択したホストへの X サーバのアクセスをコンフィグレーションするには、次の 3 つの手
順に従います。 

1. /usr/lib/X11/xdm (または /etc/X11/xdm) ディレクトリにあるすべてのファイルを検索
して、コマンド「xhost +」または「/usr/bin/X11/xhost +」が出現する箇所を調べます。 

2. このような行をすべて削除またはコメント アウトします。 

3. ファイル「/etc/Xn.hosts」を作成または編集します。「n」はローカル ホストでのサ
ーバの表示番号です。通常は 0 で、「/etc/X0.hosts」となります。 

4. X からシステムへのすべてのアクセスを拒否するには、ファイル /etc/X0.hosts に「-」
の 1 文字を含めます。 

5. ホスト「localhost」、「newhost.gov」、および「secondhost.gov」へのアクセスを許
可し、その他のホストへのアクセスを拒否するには、ファイル /etc/X0.hosts を次の
ようにします。 

- 
+localhost 
+newhost.gov 
+secondhost.gov 

DISPLAY 変数の設定 

1. アプリケーション サーバで、できればアプリケーション サーバ ソフトウェアの起動
スクリプトで、次の記述を追加します (sh シェルまたは sh の派生シェルを前提とし
ています)。 

 DISPLAY=<xwindows host>:0.0 export DISPLAY, 
 (<xwindows host> はリモート X Windows サーバの名前または IP です。) 

• (同じマシンで実行しているサーバには localhost を使用できま
す。) 

2. アプリケーション サーバを再起動します。 

その他の注意 

• レポート生成エンジンでは、アプリケーション サーバ自体で X Windows サーバを実
行する必要はありませんが、グラフィック ツールキット機能を参照するには、アプリ
ケーション サーバの X11 クライアント ライブラリがアクセス可能である必要があ
ります。 



 Copyright (c) 2007, 2008, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved. 43 / 43 
 

 

• DISPLAY 変数の承認および設定をテストするには、アプリケーション サーバから 
xterm や xeyes などのアプリケーションを起動し、リモート X Windows デスクト
ップにアプリケーションが正しく表示されることを確認します。 

• リモート X Windows サーバに接続しているアプリケーション サーバで承認の問題
が発生した場合は、「xhost +」を実行してすべてのリモート クライアントに X 
Windows サーバへのアクセスを許可してみてください。 

X Windows の代替オプション 

X Windows がエンタープライズ アーキテクチャ内で適切なオプションではない場合、また
はデータ センター内のサーバが複雑に絡み合って統制が取れない場合、代替オプションをイ
ンストールできます。 
これらのオプションではいずれも X サーバが想定されるので、この場合も、前述の X 
Windows インストールの適切な DISPLAY 環境変数の設定および xhost コマンドの使用に
関する説明が当てはまります。次の 2 つのオプションが、多くの環境内で適合し、効果を発
揮することが判明しています。 

• XVfb - X 仮想フレーム バッファ - 本格的な X Windows インストールの代替オプシ
ョンです。 

• VNC サーバ - これも効果的な代替オプションであり、さらに、ホスト マシン (正し
くコンフィグレーションされている場合) へのリモート コンソール接続が可能であ
るという利点があります。 

 VNC サーバのオプションでよくある間違ったコンフィグレーションの 1 つ
は、ファイアウォールがこれらの各サービスのリスン ポートをブロックする
方法です。たとえば、VNC サーバはデフォルトで DISPLAY=:1.0 に対応する 
TCP ポート 5901 をリスンし、DISPLAY=:11.0 での実行をコンフィグレーシ
ョンされている VNC サーバ プロセスが TCP ポート 5911 をリスンする、
などです。 

 Oracle Enterprise Repository レポート生成エンジンが機能するために必要な
のは、VNC サーバのごく最小限のインストールだけです。 


